
 

（第２号様式）  
令和４年３月 30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿   
県立伊志田高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

情報化やグロー
バル化が進展す
る社会を生き抜
く資質・能力を
育 成 す る た め
に、基礎的・基
本的な知識・技
能を身に付ける
とともに、それ
らを活用する能
力 の 向 上 を 図
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒の更なる
主体的・対話的
な深い学びの実
現を目指す。 
②グローバル教
育研究推進校と
して組織的に授
業改善に取り組
む。 
③新しいカリキ
ュラムが効果的
に運用されるよ
う、準備・検討
を進める。 
④情報化・国際
化 社 会 に お い
て、自分の考え
を世界に発信し
積極的に活躍す
る人材を育成す
る。 

①生徒が主体とな
って、考えを深め
ることのできるよ
うな課題を定期的
に与え、学習活動
の習慣化を目指
す。 
②研究推進校とし
て具体的な目標
(テーマ)を設定し
授業研究に取り組
む。 
③本校として望ま
しい生徒像に向け
て効果的にカリキ
ュラムが運用され
るよう検討する。 
④ICT の一層の導
入を進め、生徒の
表現力とコミュニ
ケーション能力の
向上を図る。 

①定期試験や特
に外部試験に生
徒の学力の伸長
が見られたか。 
②公開研究授業
等を通して目標
に向けた取り組
み が 見 ら れ た
か。 
③生徒の特性や
地域・学校等の
実情に合わせて
実施に向けた調
整をどの程度進
めることができ
たか。 
④生徒が積極的
にICTを活用し主
体 的 学 び を 実
現 、 表 現 す る
等、行動の変化
がみられたか。 

①様々な教科にお
いて課題の取組等
を通し生徒が自ら
を見つめ考えを深
めるような学習活
動が行われた。 
②年間を通した目
標をテーマとして
設定し今年度も学
校全体として授業
研究を行った。 
③全校として新カ
リキュラム開始に
向けた準備を進
め、現行カリキュ
ラムにはより現状
に即した改善を加
えた。 
④ICT 活用も授業
研究の目標の１つ
とし様々な教科で
活用の取組がみら
れた。 

①定期試験の結果
からは今後もより
一層学習の習慣
化・家庭学習の定
着を目指す必要が
感じられる。 
②研究授業は校内
公開に留まったが
より研究が進むよ
う改善を進めた。 
③新カリキュラム
については職員で
目標や情報を共有
しながら準備を進
めた。来年度の円
滑なスタートを目
指したい。 
④ICT 活用の積極
的活用が徐々に進
んだ。より広範囲
の様々な場面での
ICT 活用が求めら
れる。 

今年度は９月にオンライ
ン授業が行われたが、コ
ロナが収束しても、対面
にすべて戻るのではな
く、オンライン授業と対
面授業のハイブリットの
形で進めていくべきであ
る。 
魅力と特色づくりアンケ
ートからは 85%の生徒
が、授業が役に立ってい
ると回答している。すば
らしいことだと思う。 
伊志田高校の生徒はおと
なしいと言われることが
多く、学習意欲の低下に
もつながるのではないか
と思われたが、２年生の
模擬試験で学力向上が見
られたということも評価
できる。 

①非常時の双方向型オンライン
授業など、昨年度と比べ職員間
や家庭での定着が一層進んだ。
今後はオンライン授業を非常時
の対面授業の代替のみでなく学
校運営協議会でも話題となった
オンラインの長所を活かした活
用を深い学びに繋げたい。 
②外部試験に弱い生徒が多い点
は生徒の志望進路実現にも大き
く関係し、重要な課題である。
更なる授業研究を推進していく
必要がある。 
③議論を重ね編成した教育課程
を新年度よりどのように運用し
授業を展開していくかが大きな
課題である。 
④今年度もコロナ禍での財政支
援により ICT機材の更なる充実が
図られた。コロナ禍においても
ICT 活用により他校とのディベー
ト交流会等を実施することがで
きた。 

①来年度、生徒の一人一台端末
購入初年度という大きな変化に
あたるが、この機会を十分に活
かし、新たな側面から生徒の主
体的な学びや学力の伸長に繋が
るように、職員全体で協力して
伊志田高校の生徒を育てていき
たい。 
②引き続き、新たな目標を再設
定し、学校全体として授業研究
を推進していく。グループ間、
教科間で連携し、どのような場
面でも力を発揮できるような生
徒の育成を目指したい。 
③今後運用にあたって、よりよ
いものになるよう検討を継続し
ていきたい。 
④コロナ禍でできない、のでは
なく、制限下であっても可能な
道を少しずつ実現しつつある。
今後も新しいツールの活用等を
通し、学習活動の質や手法の工
夫を推進する必要がある。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

生徒一人ひとり
の個性、学校や
家庭、地域で生
徒を取り巻く環
境を踏まえたき
め細かな生徒指
導 ・ 支 援 を 行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒の生活習
慣の確立や規範
意識の向上に向
け、継続的な指
導を行う。 
②交通安全や薬
物乱用防止、イ
ンターネット等
の使用に対する
意識改善に取り
組む。 
③生徒が安全・
安心して学習に
取り組むことが
できる環境の整
備に取り組む。 
④学校行事を通
じて生徒の主体
性、積極性を育
成する。 
⑤更なる部活動
の活性化を図
る。 

①一人ひとりを
観察・対応し、
いじめ等の未然
防止を図る。 
②本校職員や外
部専門家による
講話・講演会、
さらに必要に応
じて外部組織と
の連携を行う。 
③ケース会議や
関係者に対する
講習会等を実施
する。 
④コロナ禍でも
できる行事を生
徒とともに模索
し、規模を縮小
しても行う。 
⑤ 部 活 動 説 明
会、文化祭など
を通じて、部活
動をアピールし
加 入 率 を 上 げ
る。 

①いじめ防止に
向けた取り組み
を推進し、職員
全 体 で 早 期 発
見、未然防止を
図ることができ
たか。 
②生徒指導の本
質的な研究や有
効な職員研修を
行えたか。 
③適切にケース
会議を開催でき
たか。 
④昨年以上の行
事が実施できた
か。 
⑤昨年以上に部
活動加入率を上
昇させることが
できたか。 

①いじめ防止に向
けたアンケートを
定期的に行い生徒
の状況の把握を行
った。 
②講話・講演会の
実施ができず外部
組織との連携も困
難であったため、
資料などの共有を
行った。 
③年間を通してケ
ース会議を行うこ
とができた。 
④コロナ禍におい
て体育部門と球技
大会は実施できた
が、文化部門は中
止となった。 
⑤コロナの影響と
グラウンドなどの
施設が不十分な状
況だったが、例年
並みの活動が行わ
れた。 

①一人ひとり丁寧
な対応と日常から
積極的かつ注意深
い声掛けを行う必
要がある。 
②オンラインでの
講演会など検討し
ていきたい。 
③ＳＣ等と連携を
密にして、生徒や
保護者との連携を
スムーズに行いた
い。 
④全校での行事が
出来ない場合もあ
るかもしれない
が、学年ごとの行
事を設けるなどし
て、学校の活性化
に努める。 
⑤今後もグラウン
ド、テニスコート
が使えない状況が
続くが、外部施設
などをうまく活用
し、活動を確保す
る。 
 

コロナ禍の中でも、学校
が工夫して苦労している
のがよく理解できた。 
魅力と特色づくりアンケ
ートにおいて、生徒の
68％が満足し、82％が夢
や希望を持てたと回答し
ています。十分な成果だ
と思う。 
中学校でも非行よりも家
庭的な問題と向き合う生
徒が増え、学校でも社会
でも、少数派に目を向
け、一人ひとりに対応す
る傾向が高まっている。 
コロナ禍で、生徒、教職
員とも健康が心配であ
る。特に精神面のケアを
心掛けてほしい。 

①いじめ防止に向けたアンケー
トを定期的に行い生徒の状況な
どを把握し、生徒の状況に応じ
て対応した。健康観察を通して
生徒の状況の把握を行った。 
②生徒に向けた講話・講演会を
実施することができなかった。
オンラインなどで対応すること
が課題である。 
③ＳＣとの連携をとることがで
き、ケース会議を定期的に行う
ことができた。 
④今年度体育部門はどうにか実
施できたが、文化部門は２年続
けて中止となった。実施方法や
伝統が後輩に引き継がれない心
配があり、過去の経験がある教
員が中心となる生徒を例年以上
にサポートする必要がある。 
⑤部活動に参加する生徒は部活
動により違いはあるが、運動部
を中心に全体的に減少する傾向
にある。 

①いじめをなくす環境の整備と
教育相談の充実をはかるととも
に、生徒指導の本質的な研修を
実施していきたい。 
②制限がかかっても講話・講演
会を行える方法を考え対応す
る。 
③今後も定期的にケース会議を
実施するためにＳＣや養護教諭
などと連携し生徒の支援体制を
整える。 
④学校全体の行事が中止となる
状況だとしても、生徒自身でで
きる行事を考えさせ、伝統を踏
まえつつ現生徒のオリジナリテ
ィを引き出すチャンスでもあ
る。できることを模索する中で
生徒の自主性、積極性をひきだ
す方法を考える。 
⑤引き続き施設が不十分な部活
は学校全体でサポートしていく
必要がある。また、各部活動も
生徒のニーズを踏まえて、生徒
主体の活動を目指し、部員数確
保に努めていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生涯にわたって
自己実現できる
ようにキャリア
教 育 を 充 実 さ
せ、その上で、
高校卒業後の進
路指導・支援を
行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①グローバル教
育研究推進校の
取組を通じて、
生涯を見通した
「生き方・あり
方」ができるよ
うな指導・支援
を行う。 
②キャリア・パ
スポートを活用
して進路指導教
育を充実させて
いく。 
③生徒の進路実
現の一助とし
て、各種の英語
外部試験の受験
機会を設ける。 

①総合的な探究
の時間等で Think 
Globally,Act 
Locallyの取組を
行うとともに生
徒が発表する機
会を設ける。 
②各種ガイダン
スや大学模擬授
業等を行い、生
徒の卒業後の進
路選択を支援し
ていく。 
③外部英語４技
能試験を全学年
で実施する。 
 

①総合的な探究
の時間の発表内
容が充実してい
たか。さらに、
生徒が SDGｓの
視点も含めてそ
の内容を振り返
ることができた
か。 
②キャリア・パ
スポートを活用
して将来の希望
や適性に合わせ
た進路選択がで
きたか。 
③英語４技能試
験を全学年で実
施できたか。 

①SDGｓの環境問
題について調べ学
習を行い、身近な
問題として捉える
ことができた。 
②感性症対策を行
いながらリモート
型のガイダンスや
大学模擬授業を実
施することができ
た。 
③全学年で外部
４技能試験を実施
できた。 
 

①調べたことを元
にして、自分でも
できる対策を考え
発表できるように
したい。 
②ガイダンス等に
おいてキャリア・
パスポートの活用
が十分できなかっ
た。 
③外部４技能試験
のスコアーの向上
できるよう教科・
学年の指導を連携
させていく必要が
ある。 

魅力と特色づくりアンケ
ートにおいて、82％が夢
や希望を持てたと回答し
ていることから、希望を
いかせる進路指導を継続
してほしい。 
会社の中でも多様性が認
められてきていて、社会
全体の流れだと感じる。
社会の流れの基礎は中学
校・高校にある。その中
で一人ひとりの能力を伸
ばすことは、重要と考え
る。 

①SDGs17の目標のうちの環境に
かかわることに絞り、調べ学習
を行った。導入、調べ学習、ク
ラス発表、最後の学年発表と一
連の流れを通して、SDGsについ
て理解を深めることができた。
生徒自身の意見や個人でできる
対策を発表に加えていくことが
できるようにしたい。 
②当初計画した対面型のガイダ
ンス等の実施はできなかったが
双方向型オンラインの活用で生
徒の将来の希望や進路選択の醸
成を図ることができた。 
③外部４技能試験受検は、校内
での定着ができているが、特定
の技能試験に偏らず多くの受験
機会を作っていく必要がある。 

①調べ学習の導入の時に、班員
の意見や具体的な環境問題への
対応策をまとめるスライドを作
るように指導する。また、学校
外でどのような環境保護活動が
行われているかを知ることで、
生徒自身に何ができるかを考え
るきっかけを与えたい。 
②キャリア・パスポートの運用
を改善し、対面型や双方向型オ
ンラインなど多くの手法を取り
入れながら、生徒の適性に合わ
せた進路指導を充実させていき
たい。 
③生徒の一人一台端末の導入に
伴い、これらの機器の導入を活
用し、外部４技能試験の向上を
図っていきたい。 

４ 地域等との協働 

学校運営協議会
や保護者、地域
の関連機関等と
連携し、学校の
教育活動をさら
に充実させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ホームページ
の更新頻度を高
め、伊志田高校
の教育活動を広
く伝えていく。 
②地域との連携
を密にし、地域
の教育力を本校
の教育活動に活
かす。 
③学校運営協議
会の意見を教育
活動に反映す
る。 
 

①ICTの活用等で
広く広報活動が
で き る よ う に
し、引き続き生
徒主体の情報発
信 を 進 め て い
く。 
②オンライン等
感染予防を鑑み
た方法で実施で
きるか考える。 
③多くのご意見
をいただけるよ
う、情報提供の
方法や内容を工
夫する。 

①本校の教育活
動や入学者選抜
等の情報を、中
学校関係者や本
校の生徒保護者
等可能な限り広
く分かりやすく
発信できたか。 
②地域の連携を
通じて、生徒の
国際理解への関
心 が 高 ま っ た
か。 
③委員の方が本
校の教育活動に
ついて把握しや
すかったか。 

①ホームページの
更新頻度を高める
ことができた。 
②感染対策を十分
講じたうえで交流
を図り、生徒の国
際理解への関心を
高めた。 
③書面開催や公開
研究授業の折に、
ご意見をいただく
ことができた。 
 

①ICT の活用によ
り、より広範囲に
広報できる方法を
考える余地があ
る。 
②海外との行き来
による行事はでき
なかったが、それ
らが途絶えないよ
うに資料等を残し
ていく必要があ
る。 
③書面では伝わら
ないことが多いの
で、状況に応じて
直接お会いする必
要がある。 

スピーチコンテストの発
表者に、地元東成瀬の生
徒の名前を見つけたの
も、うれしく思った。学
校の情報発信により、地
域住民も教育活動により
関心を高めることができ
ると考える。今後も学校
の教育活動を広く発信し
てほしい。 
 

①ホームページを通して、行事
や部活動における生徒の活動を
伝えることができた。また、生
徒主体の学校説明会は中学生目
線で本校をアピールすることが
できた。 
②国際理解講演会や東海大学留
学生交流会は国際的な視野を広
げることができた。特に、後者
は生徒が生き生きと英語を話
し、同世代の留学生から刺激を
受けた。ゆくゆくは生徒主体で
行事を進めたい。 
③昨今の感染状況のなか、学校
運営協議会の意見を反映するこ
とができた。 

①コロナ禍が続くことを鑑み、
ホームページ・ICT 等をより活
用した広報活動を考えたい。生
徒主体の説明会もより生徒の意
見を取り入れ、より分かりやす
い広報を目指す。 
②引き続き感染対策を講じ、対
面で実施したい。 
③感染状況を踏まえ、直接会議
を持ち、学校経営の在り方につ
いて深くご意見をいただく機会
を設けたい。また、オンライン
会議なども取り入れ、直接対話
する手立てを充実させたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

事故・不祥事の
防止に努めると
ともに、生徒が
安心して学習や
様々な活動に取
り 組 め る よ う
に、安全な環境
を整備・維持す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①防災訓練など
を通し生徒が災
害から自らのみ
ならず他者の生
命を守るために
必要な能力や態
度を育成する。 
②施設・設備等
の点検と整備を
進める。 
③不祥事防止に
努める。 
 

①新しい生活様
式に基づいた防
災訓練を２回、
ＤＩＧ研修を１
回実施する。 
②防災委員をと
おして、生徒主
体の防災活動を
組織する。 
②施設・設備等
の点検と整備を
行い非常用物資
の備蓄管理を進
める。 
②生徒が主体と
なって清掃活動
に取組ませる。 
③事故防止会議
等の実施や同僚
力 の 向 上 を 図
る。 

①防災計画の充
実が図れたか。
また、防災委員
が主体となって
防災活動がなさ
れたか。新型コ
ロナウイルス感
染防止の観点か
ら 実 施 で き た
か。 
②施設・設備等
の点検と非常用
物資の備蓄管理
を計画的に進め
られたか。 
②教育活動を行
うのにふさわし
い環境整備がで
きたか 
③ 効 果 的 な 研
修、会議を実施
できたか。 

①第一回の防災訓
練が緊急事態宣言
と重なり実施する
ことができなかっ
た。 
②防災用品の充実
を図ることができ
た。また、仮校舎
での防災備蓄用品
の保管方法を講じ
ることができた。 
③時差通学で生ま
れた時間などを有
効に活用し、研
修、会議を行うこ
とができた。 

①防災訓練の予備
日を設けて、臨機
応変に対応できる
ようにする。 
②次年度、ホーム
ルーム校舎が仮校
舎から本校舎に移
るので、防災備蓄
用品の保管場所を
再検討する。 
③より効果的に研
修や会議を行うこ
とと、職場全体の
同僚力の向上を図
りたい。 

炊き出し訓練が昨年に引
き続き中止になったこと
は残念である。耐震工事
が続き、避難方法の変更
や防災備蓄用品の保管場
所の検討など、災害時に
慌てないように安全、安
心を重視した計画、訓練
をお願いしたい。 

①緊急事態宣言が発生した場合
の学校生活での防災訓練の在り
方をグループで共有することが
できた。 
②防災備蓄用品を配備すること
ができた。備蓄倉庫が満杯の状
態なので、その内容物の保管場
所の確保が急務である。 
③グループごとに不祥事防止会
議を実施することで、少人数と
なり、不祥事を自分ごととして
より活発な意見交換をすること
ができた。 

①Google Meetなどのツールを
使い、生徒が登校していなくて
も防災について議論できる場を
設ける。 
②通常の防災訓練だけでなく、
避難先で新型コロナウイルスの
感染を拡散させないような避難
時訓練を企画し、運営したい。 
②次年度は北棟の耐震補強工事
がはじまるので生徒の動線が今
までと異なる。それに応じた避
難経路を考え、避難訓練を実施
する。 
③不祥事防止に対する職員各自
のより一層の意識向上と、不祥
事にさせないきめ細かな注意喚
起や同僚力の向上に努める。 

 


